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中州救助訓練の手順について 

消防本部救急救助課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中
州
救
助
訓
練
は
、
川
の
中
州
に
取
り
残
さ
れ
た
要
救
助
者
を
、
川
の
両
岸
を
活
動
拠
点
と
し
て
救
助
す
る
訓
練
で
、
想
定
は
２
つ
の
訓
練
塔
を
岸
、
そ
の
間

を
川
、
安
全
マ
ッ
ト
を
中
州
に
見
立
て
、
安
全
マ
ッ
ト
上
の
要
救
助
者
を
い
ず
れ
か
の
塔
（
今
回
の
訓
練
は
Ｃ
塔
）
に
救
助
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
訓
練
は
、
低

所
か
ら
高
所
へ
の
吊
り
上
げ
と
水
平
方
向
へ
の
移
動
が
あ
る
立
体
的
な
訓
練
で
あ
る
た
め
、
一
般
的
に
訓
練
塔
を
活
用
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

 

【
手
順
】

 

①
Ｂ
塔
の
救
助
隊
員
が
、
Ｃ
塔
へ
先
端
に
ゴ
ム
弾
が
付
い
た
リ
ー
ド
ロ
ー
プ
を
投
げ
込
ん
だ
後
、
リ
ー
ド
ロ
ー
プ
に
展
張
ロ
ー
プ
を
つ
な
ぐ
。

 

②
Ｃ
塔
の
救
助
隊
員
が
、
リ
ー
ド
ロ
ー
プ
と
展
張
ロ
ー
プ
を
引
き
込
み
固
定
す
る
。

 

③
Ｃ
塔
の
救
助
隊
員
が
、
Ｂ
塔
に
向
っ
て
展
張
ロ
ー
プ
を
渡
り
、
要
救
助
者
の
直
上
に
至
る
位
置
に
滑
車
、
カ
ラ
ビ
ナ
及
び
引
き
込
み
用
ロ
ー
プ
を
設
置
し
た

 

後
、
要
救
助
者
の
位
置
へ
降
下
す
る
。

 

④
要
救
助
者
に
安
全
帯
を
取
り
付
け
た
後
、
Ｃ
塔
の
救
助
隊
員
が
救
助
ロ
ー
プ
を
引
き
展
張
ロ
ー
プ
ま
で
吊
り
上
げ
た
後
、
引
き
込
み
用
ロ
ー
プ
を
引
い
て
Ｃ

 

塔
に
救
出
す
る
。

 


